
いちごドリルプリント

ことわざ(中級)プリント 月 日 名前

問1 「大は小を」に続く言葉はどれですか？
1. 兼ねる 2. 含める 3. 超える 4. 補う

問2 「後の」に続く言葉はどれですか？
1. 片付け 2. 余韻 3. 静けさ 4. 祭り

問3 「雀百まで踊り忘れず」の意味はどれですか？
1. 年をとってから新しいことを覚える
のは難しい

2. 雀は一生踊り続ける習性がある 3. 幼い頃の記憶は大人になるとすべて
忘れてしまう

4. 幼い頃に身についた習慣や癖は、年
をとってもなかなか抜けない

問4 「虎の威を借る狐」の意味はどれですか？
1. 他人の権力を利用して、いばり散ら
す者のたとえ

2. 虎のように強い人が、狐のようにず
る賢い人をだますこと

3. 強い者の後ろに隠れて、自分も強く
なったつもりになること

4. 弱い者が協力して、強い虎を追い払
うこと

問5 「百害あって一利なし」の意味はどれですか？
1. 利益を得るためには、百の害を覚悟
しなければならない

2. 百回失敗しても、一度成功すればよ
い

3. 多くの害があるが、一つだけ良いこ
ともある

4. 害ばかり多くて、少しも利益がない
こと

問6 「泥棒を見て縄を綯う」の意味はどれですか？
1. 事が起きてから慌てて準備をするこ
と

2. 泥棒の様子をじっくりと観察するこ
と

3. 泥棒を捕まえる前に縄を用意してお
くこと

4. 泥棒を捕まえるために縄の作り方を
練習すること

問7 「渡る世間に」に続く言葉はどれですか？
1. 神はいる 2. 鬼はない 3. 敵はいない 4. 仏はいない

問8 「無理が通れば」に続く言葉はどれですか？
1. 本音が漏れる 2. 正義が勝つ 3. 道理引っ込む 4. 理屈が通る

問9 「医者の不養生」の意味はどれですか？
1. 病気を治す専門家なのに、自分自身
の健康には無頓着であること

2. 健康のために薬を飲みすぎて体を壊
すこと

3. 専門家であっても自分のことになる
と判断を誤ること

4. 医者にかかっても病気がなかなか治
らないこと

問10 「帯に（　）し襷に長し」の（　）に入る言葉はどれですか？
1. 薄 2. 短 3. 狭 4. 小

問11 「風が吹けば」に続く言葉はどれですか？
1. 船が出る 2. 傘が売れる 3. 風車が回る 4. 桶屋が儲かる

問12 「出る杭は」に続く言葉はどれですか？
1. 曲げられる 2. 折られる 3. 打たれる 4. 抜かれる

問13 「君子危うきに近寄らず」の意味はどれですか？
1. 教養があり徳の高い人は、自分から
危険な場所には近づかないものだ

2. 危ない場所には、必ず何か良いもの
が隠されている

3. 危険な場所に行くと、必ず悪いこと
が起こるという戒め

4. 勇気がある人ほど、あえて危険なこ
とに挑戦するべきだ

問14 「大山鳴動して」に続く言葉はどれですか？
1. 嵐一回 2. 何もなし 3. 山一つ 4. 鼠一匹

問15 「禍福はあざなえる縄のごとし」の意味はどれですか？
1. 幸福と不幸は交互にやってくるもの
で、予測できない

2. 幸せな時ほど不幸が忍び寄っている
という戒め

3. 悪いことが起きても、すぐに良いこ
とが起きるはずだ

4. 縄のように複雑に絡み合って解けな
い問題のこと

問16 「立つ鳥」に続く言葉はどれですか？
1. 高く飛ぶ 2. 跡を濁さず 3. 空へ消える 4. 羽を休める

問17 「毒を食らわば皿まで」の意味はどれですか？
1. 毒を食べても皿まで舐めれば健康に
なる

2. 毒を食べる時は皿ごと食べたほうが
良い

3. 悪いことをしても皿まで洗えば許さ
れる

4. 一度悪事に手を染めたら、最後まで
徹底的にやるしかない

問18 「虻蜂取らず」の意味はどれですか？

1. 欲張って両方手に入れること 2. 虫を捕まえるのは難しいということ 3. 虻も蜂も両方とも捕まえること
4. 二つのものを同時に得ようとして、
結局どちらも得られないこと



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1
兼ねる

「大は小を兼ねる」の続きは「兼ねる」です。 意味は「大きいものは小さいものの代わり
にもなるので、役に立つ」です。

問2 答え 4
祭り

「後の祭り」の続きは「祭り」です。 意味は「時期を逃してしまい、手遅れであること」
です。

問3 答え 4
幼い頃に身についた習慣や癖は、年をとっても
なかなか抜けない

「雀百まで踊り忘れず」は「幼い頃に身についた習慣や癖は、年をとってもなかなか抜けな
い」という意味です。

問4 答え 1
他人の権力を利用して、いばり散らす者のたと
え

「虎の威を借る狐」は「他人の権力を利用して、いばり散らす者のたとえ」という意味で
す。

問5 答え 4
害ばかり多くて、少しも利益がないこと

「百害あって一利なし」は「害ばかり多くて、少しも利益がないこと」という意味です。

問6 答え 1
事が起きてから慌てて準備をすること

「泥棒を見て縄を綯う」は「事が起きてから慌てて準備をすること」という意味です。

問7 答え 2
鬼はない

「渡る世間に鬼はない」の続きは「鬼はない」です。 意味は「世の中には冷酷な人ばかり
ではなく、親切な人もいるものだ」です。

問8 答え 3
道理引っ込む

「無理が通れば道理引っ込む」の続きは「道理引っ込む」です。 意味は「理屈に合わない
ことがまかり通るようになると、正しい道理が行われなくなる」です。

問9 答え 1
病気を治す専門家なのに、自分自身の健康には
無頓着であること

「医者の不養生」は「病気を治す専門家なのに、自分自身の健康には無頓着であること」と
いう意味です。

問10 答え 2
短

「帯に短し襷に長し」の「短」の部分が入ります。 意味は「中途半端で、どちらの用途に
も合わず役に立たないこと」です。

問11 答え 4
桶屋が儲かる

「風が吹けば桶屋が儲かる」の続きは「桶屋が儲かる」です。 意味は「一見関係なさそう
なことが、意外なところで影響し合うこと」です。

問12 答え 3
打たれる

「出る杭は打たれる」の続きは「打たれる」です。 意味は「才能があったり目立ったりす
る人は、とかく人から憎まれたり邪魔されたりする」です。

問13 答え 1
教養があり徳の高い人は、自分から危険な場所
には近づかないものだ

「君子危うきに近寄らず」は「教養があり徳の高い人は、自分から危険な場所には近づかな
いものだ」という意味です。

問14 答え 4
鼠一匹

「大山鳴動して鼠一匹」の続きは「鼠一匹」です。 意味は「大騒ぎした割には、結果がと
ても小さくつまらないこと」です。

問15 答え 1
幸福と不幸は交互にやってくるもので、予測で
きない

「禍福はあざなえる縄のごとし」は「幸福と不幸は交互にやってくるもので、予測できな
い」という意味です。

問16 答え 2
跡を濁さず

「立つ鳥跡を濁さず」の続きは「跡を濁さず」です。 意味は「立ち去る時は、後始末をき
ちんとしておくべきだ」です。

問17 答え 4
一度悪事に手を染めたら、最後まで徹底的にや
るしかない

「毒を食らわば皿まで」は「一度悪事に手を染めたら、最後まで徹底的にやるしかない」と
いう意味です。

問18 答え 4
二つのものを同時に得ようとして、結局どちら
も得られないこと

「虻蜂取らず」は「二つのものを同時に得ようとして、結局どちらも得られないこと」とい
う意味です。


